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１．ひびき工場の事業概要

 当社は、飲食店や食品工場などから発生した有機廃液を
中心に、２０年以上の処理実績あり（平成12年3月竣工）。

ひびき工場の廃液処理フロー図
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 産業廃棄物である汚泥や廃液の中には、動植物性の油脂分
が含まれているものがある。

２．これまでの有機廃液処理方法とその課題（１）

⇒汚泥の脱水処理では油脂分が邪魔して脱水が不十分になる。

 油脂分は常温では固まりやすく、汚泥や廃水などを取り込ん
だ状態になっている。

 油脂分は、廃液処理におい
ては弊害となっていた。

⇒廃水処理では油脂分が微生物に付着し、働きを阻害する。



２．これまでの有機廃液処理方法とその課題（２）

4産業廃棄物中の油脂分（水分20%以上）の塊

 貯留タンクの有効容積を確保するため、強力吸引車を
使って、定期的に吸引実施。外部へ委託し焼却処分。

多額の処分費が発生

燃料を消費、ＣＯ２発生

当 社

焼却会社

 貯留タンクの中に油脂分が徐々に堆積。

（外部へ委託）



３．リサイクル技術の特徴
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 リサイクル技術の処理フロー

②油水分離

①前処理

⇒連続処理によって、油と水と汚泥に同時に分離可能。

⇒油脂分を温める。

⇒汚泥や砂などを取り除く（固液分離）。

 物理的な技術に特化し、油とそれ以外に分別を徹底（低コスト化）。



４．リサイクル技術の導入効果
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※分離できなかった油脂分、ペットボトルのキャップ、割り箸、ゴム手袋、野菜くず、ウエス、ビニール片、等々。

 資源として有効活用

８０％ 削減
（①－⑤） 廃棄物の削減効果

⇒焼却するためのエネルギーを削減。ＣＯ２発生量低減。

⇒化石燃料の使用量削減。堆肥の原料として利用可能（土壌改善）。

   下水処理場を経由して、河川や海など自然の水循環に戻る。



実測値

総発熱量 ｋＪ／ｋｇ 37,000 以上 38,800

動粘度
1)2) ５０℃　ｃＳｔ 25 以下 19.2

硫黄分
1)2) 質量％ 0.05 以下 0.02

塩素分
2) 質量％ 0.05 以下 0.01

水分
2) 質量％ 2.0 以下 1.1

灰分
2) 質量％ 0.5 以下 0.2

項　目 規格値

 再生油Ｂｉｏ品質規格

7再生油Ｂｉｏ（60℃）

５．再生油Ｂｉｏの特徴（１）

総発熱量は約38,800kJ/kg。

重油等に近い発熱量あり。

硫黄分はほとんど含有なし。
大気汚染物質（ＳＯｘ）の発
生量が少ない。

 動植物性油脂由来であることからＣＯ２

排出量の削減に貢献できるバイオマス
燃料。

１）重油（ ＪＩＳ Ｋ ２２０５ ）の品質と同等以上
２）バイオ再生重油（ ＪＩＳ Ｋ ２１７１ ）の品質と同等以上



 再生油Ｂｉｏの生産に伴うＣＯ２排出量
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⇒生産時に設備稼働用の電力、加温用ボイラにＬＰＧを使用。

再生油Ｂｉｏ生産量 2,179t/年

生産に要した電力から換算したCO2排出量1) 83t-CO2/年

生産に要したLPGから換算したCO2排出量2) 212t-CO2/年

再生油Ｂｉｏの生産に伴うCO2排出量 295t-CO2/年

再生油Ｂｉｏ1t当たりのCO2排出量 0.14t-CO2/t

１）CO2排出係数：0.299kg-CO2/kW 九州電力HPより引用

２）CO2排出係数：3.0t-CO2/t-LPG 日本ＬＰＧ協会HPより引用

（2021年度実績より試算）

再生油Ｂｉｏ生産量1t当たり、0.14tのＣＯ２を排出

６．再生油ＢｉｏのＣＯ２削減効果（１）

電力 ＬＰＧ

277,498kW 70,748kg



 再生油ＢｉｏをＣ重油の代替燃料として使用した場合の
ＣＯ２削減量。
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再生油Ｂｉｏを使用した場合の重油削減量4) 2,024kL/年

重油削減量に相当するCO2排出量3)5) 5,190t-CO2/年

再生油Ｂｉｏ1t当たりのCO2削減量 2.6t-CO2/t

３） 41.78MJ/L-Ｃ重油、CO2排出係数：2.71t-CO2/kL-Ｃ重油 資源エネルギー庁HPより引用
４） 熱量計算より 重油削減量＝（ 2,179t/年 × 38,800MJ/t ）／41,780MJ/kL

６．再生油ＢｉｏのＣＯ２削減効果（２）

（各種燃料の総発熱量）

再生油Ｂｉｏ Ｃ重油3)

38,800MJ/t 41,780MJ/kL

年間5,190ｔのＣＯ２削減と、2,024kLのＣ重油の節約可能

５） 生産に伴うCO2排出量（295t-CO2/年）を差し引いた値
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ＳＤＧｓ目標７

住み続けられるまちづくりを

７．ＳＤＧｓ達成に向けた取り組み

 再生油Ｂｉｏの利用によって、重油など化石燃料の使用量削減に貢献。

 再生油Ｂｉｏは、動植物性油脂由来のバイオマス燃料なので、ＣＯ２を増
加させないエネルギー源を増やすことに貢献。

ＳＤＧｓ目標１５陸の豊かさも守ろう

ＳＤＧｓ目標１１

 グリストラップ汚泥など、都市から発生する廃棄物の削減と再資源化
の両方の実現に貢献。

 油脂分に含まれていた汚泥は、堆肥の原料となって未利用資源の活
用に貢献。

エネルギーをみんなにそしてクリーンに

気候変動に具体的な対策を ＳＤＧｓ目標１３
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８．再生油Ｂｉｏの生産量の推移

廃棄物の延長

 平成３０年以前は、販売先がほとんど見つからず、生産量も少量。

 令和元年には、燃料を多く使用している企業との新規契約を受け
て、生産量、販売額ともに増加。

 各企業のＣＯ２削減やＳＤＧｓへの取り組みが活発化していく中で、
再生油Ｂｉｏに対する評価も上昇。

燃料として認知

 平成２９年から、リサイクル事業開始。

再生油Ｂｉｏ 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

生産量（t/年） 437 1,521 1,558 2,179 1,836 

事業として確立
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ＣＯ２を排出中

 再生油Ｂｉｏ増産に向けて、生産ラインの増強計画進行中。

２０５０年カーボンニュートラルの実現に向けて、廃棄物の
削減とＣＯ２の削減をとおして、環境保全に貢献していく

９．今後の展望

 再生油Ｂｉｏの生産に使用しているボイラー

ＣＯ２排出量削減可能

 全国各地にある飲食店などのグリストラップ汚泥は、重油代替
燃料へリサイクルできるように取り組んでいく。

：ＬＰＧ焚きボイラー現在

将来 ：再生油Ｂｉｏ焚きボイラを検討



ご清聴ありがとうございました。
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